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平成24年度の研究内容とその成果

　最近の研究成果として、GISや疫学の手
法を使った商圏やセグメンテーションの分
析といった分野での研究の他に、ゴルフ会
員権取引市場活動についてゲーム理論を応
用した分析を行っています。ゲーム理論と
いうのは、通常複数の主体の意思決定にか
かわる問題を研究対象としている分析ツー
ルで、さまざまな状況下で人間はどのよう
に意思決定をするか、ないしはどの戦略を
選択するかをみるものです。
　人間、何かスポーツをするときに何をし
ようかまず考えます。ゴルフをするとか釣
りをするか色々ありますが、それらの選択
肢のどれを選択すれば効用や利得が多いか
といったモデルをつくり、それをベースに
して説明する方法です。生物の生態や進化
の様子から経済現象、社会現象など様々な
ものをゲームに仕立て分析してしまおうと
いう説明ツールです。専門的な定義として
は「複数の意思決定主体が存在する時に、
その相互作用の状況を研究する学問」とな
ります。

これからの研究の展望

　ゲーム理論は60年程前にコンピューター
の基礎理論をつくったフォン・ノイマンさ
んらによって考えられました。皆さんよく
ご存知な例に「囚人のジレンマ」というゲー
ムがあります。事件の首謀者2人が「自白」
するか、「黙秘」を続けるか、相手はどう
でるのか、それによってはどちらの行動を
選択した方が刑期を少なくすることができ
るかという最適な利得（この場合刑期の少
なさ）を考えるゲームです。もちろんスポー
ツはそれ自体がゲームといえ、またゲーム
性が高いものです。ゲームの戦術分析でも
ゲーム理論は威力を発揮します。この分野
で研究している先生方も多くみかけます。
　1994年にジョン・ナッシュという人が
ゲーム理論でノーベル経済学賞を受賞して
います。彼の生い立ちは映画「ビューティ
フル・マインド」で統合失調症をわずらい
ながらも周囲の人々に助けられながら研究
を続け、最後にノーベル経済学賞を受賞す
るというヒューマンドラマに仕上がってお
り、皆さんも銀幕やテレビでご覧になった
ことがあると思います。その後、プリンス
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トン大学のダニエル・カーネマン教授が「行
動経済学」という新しい研究分野を打ち立
て、2002年ノーベル経済学賞を受賞しまし
た。これは認知科学と経済学の学際領域で、
人は不確実性下では合理的な判断をすると
は限らないという前提で、経済や金融を捉
えようとする試みです。カーネマンの受賞
の同年バーノン・スミスという人も、ゲー
ム理論にも関係して実験による実証を経済
学の分野に導入し「実験経済学」という新
たな研究分野を発展させました。
　仮にスポーツの例を挙げてみましょう。
アメリカではオリンピックのマラソンの代
表選考会は1回限りの競技会で決まります
が、日本の場合はオリンピック代表選考に
あたるレースは複数あり。選手自身の実力
やコンディションともう一つ他の有力選手
がどの競技会に参加するのかを考えて自分
の出場する競技会を選択しなければなりま
せん。この駈け引き（選択行動）がもうす
でにゲーム理論の範疇になってきます。実
際、高橋尚子選手が出場する競技会を他の
有力選手たちは避けるといった行動が報道
されていたこともあります。このように
ゲーム理論はオリンピックに出場すること
の意義は解説してくれませんが、ルールや
前提条件がはっきりさえしていれば、出場
するにはどうしたらよいかといった最適な
方法を示唆することができます。多くは被
験者を使った実験から基礎的なデータを得
ることができます。
　現在の研究テーマは、昨今の経済不況の
中、生涯スポーツの一施設であるゴルフ場

がどのように生き残っていくかについて、
行動経済学やゲーム理論・経済実験の手法
を用いて解明することです。市場には売り
手・買い手の間に情報の非対称性が生じま
すが、それがゴルフ場間の値引き競争や会
員権価格の暴落となってゴルフ場の経営を
圧迫しています。そこで、どのようなルー
ルや制度を市場やゴルフ場業界に導入して
いけば、利用者の満足度を最大化し、効率
よい経営ができるかについて研究を進めて
います。実験では、パソコン上及び教室内
に仮想市場をつくり被験者の経済活動を観
察していきます、そこでは、スポーツにま
つわる人間の経済行動を解明し、スポーツ
施設の生き残りのための方策を探ることを
研究のテーマとしています。


